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Abstract
本文が英語の場合は英語で書く。日本語の場合は日本語で可。本文中の記載方法については，LET機関誌に準じるが，必ずしも厳密に守らなくても構わない。
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1.  はじめに
このテンプレートは外国語教育メディア学会（LET）関西支部メソドロジー研究部会報告論集に投稿する原稿に使用する。著者が複数いる場合は，1人目の後，1行スペースを空けて氏名と所属を入力する。メソドロジー研究部会報告論集は査読なしの扱いになるため，匿名化の必要はない。本文で使用する言語に関わらず，150語以内の英文の要約を付けるものとする。要約のあとは1行空けて，Keywords（Keywordsは斜字体になっているが，個々のキーワードは斜字体にしない）を3つ以上（5つ以内），執筆言語で記入する（英語でキーワードを書いても構わない）。

1.1  タイトルの書き方
日本語タイトルでは，サブタイトルの前後をダッシュ「―」で挟む。英語タイトルでは，冠詞および3文字以下の接続詞・前置詞以外は，すべての語の語頭を大文字とする。サブタイトルはコロンで区切る。

1.2  所属の書き方
非常勤の場合でも（非）などとは記載しないこと。大学院生の場合「○○大学大学院生」，また，英語では，Graduate Student, ** Universityなどとし，修士課程と博士課程の区別はしない。

1.3  書式注意点
本文の太字，余白，文字フォント，セクション番号の打ち方，インデントなど，すべての設定をこのテンプレートに従い変更しないこと。特に，別ファイルで用意した原稿を貼付ける場合には，形式が変更されないように注意する。
使用する書体は，原則として和文の場合「明朝体」，英文の場合「Times (New Roman)」とする。文字の大きさは和文の場合10ポイント，英文の場合10.5ポイントとし，1ページの行数を36行とする。和文の場合は1行37字とする。
日本語の句読点は，「，」と「。」にする。英数字には半角を使用し，全角は原則として使用しない。提出時に形式が守られていない場合には，提出を受け付けない場合や，書き直しを求める場合もある。

1.4  セクション番号の付け方
一番大きなレベルの見出しのあとにはピリオドを入れる（例：1.  はじめに）。次のレベル以下の見出しのあとにはピリオドは入れない（例：1.3  セクション番号の付け方）。レベルは原則として3つまでとする（例：1.3.1）。それぞれの数字のあとには半角2文字分（全角1文字分）のスペースを入れる。レベルの太字の有無，フォントサイズなどは，このテンプレートに従うこと。次の見出しを作る場合は，1行スペースを空ける。図や表がセクションの最後に入った場合は，2行スペースを空ける。

2.  その他のガイドライン
2.1  引用方法
本文中での引用方法は最新のAPAに基づく。和文の場合は前後の括弧を全角（）で記載する。英文の場合はすべて半角括弧 ( ) となる。これは和文中引用の一例（Cohen, 1988; 磯田, 2004, p. 48; 山本, 2002, p. 143）。括弧内はアルファベット順で記載する。著者が2名以上の場合は，永田・吉田（1997）というように，間を中黒・で区切る。著者が3名以上の場合は，和文・英文ともに初回の引用から，Sumi et al. (2022)，住 他 (2022) のように記載する。

2.2  表
表は本文中に入れ，通し番号をつける。表Xで1行取り，次の行に表のタイトルを記述する。表中の文字や数字は小さすぎると，印刷時に見にくくなってしまうため注意する。表の後に次のセクションが続く場合は，2行スペースを入れる。

表1
テストと検定の結果
	テスト
	グループAa
	グループBa
	グループCa
	F
	p

	リスニング
	59.13 (9.76)
	57.21 (7.61)
	53.77 (7.46)
	4.39
	.02

	スピーキング
	64.33 (14.54)
	57.17 (13.61)
	53.61 (19.81)
	4.53
	.01


Note. an = 40; Mean (SD)


2.3  図
図は本文中に入れ，通し番号をつける。以下は図の例。

図1
シミュレーションの結果
[image: Macintosh HD:Users:mizumot:Desktop:図1.pdf]

図の番号とタイトルは，表と同じく図の上に付し，左寄せにして配置する。図や写真は数字や文字も見やすい大きさにそろえておく。図の前後は1行あける。図の後に次のセクションが続く場合は，2行スペースを入れる。
なお，図表を他の文献資料から転載する場合，転載許可の要不要を確認すること。転載許可が必要な場合は，投稿までに，著者の責任において許可を得ておくこと。

2.4  用語上の注意
被験者（subjects）などの語は，一部の場合を除いて，参加者（participants）という用語を用いるほうが望ましい。そのほかの倫理的配慮については，APA最新版を参照のこと。

謝辞
謝辞がある場合は，本文の直後に記載する。

注
1. 注は脚注ではなく，本文と参考文献の間にまとめて記載する。
2. 本文中では「これは注釈の例1」というように右肩上付で注をつけておく。
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図 1. シミュレーション結果を図示したもの 



 
 
 
4. 考察 



モンテカルロ・シミュレーションの結果から，いくつかの質問紙項目やテス



ト（複数の従属変数）に対して検定を繰り返すことによって，第 1 種の誤りを



犯す確率が高くなることが証明された。ゆえに，ここでは第 1 種の誤りを犯す



確率（α）をコントロールする方法や，代替策についての考察を加えていく。 
 
4.1  多変量分散分析（Multivariate Analysis of Variance: MANOVA） 



本研究で取り上げた例のように従属変数がいくつかある場合には，t 検定や



分散分析をそれぞれの従属変数について行うのではなく，多変量分散分析



（MANOVA）を行うべきであるとする立場もある (多変量分散分析の詳細につ



いては，Field, 2005; 小野寺・菱村, 2005; Tabachnick & Fidell, 2006; Weinfurt, 1995 
などを参照）。多変量分散分析では，従属変数間の相関を考慮し，全体として有



意差があるのかの検定を行う (小野寺・菱村, 2005)。従属変数ごとに分散分析
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